
「電話でお金詐欺（特殊詐欺）」被害状況（R8.5末暫定値）
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最近のニセ警察詐欺の特徴について

◇ 被害件数 197件（前年同期比+28件）
＊ 内訳：ニセ警察詐欺39件 （前年同期比-5件） 架空料金請求詐欺32件 （前年同期比-3件）

SNS型投資詐欺58件（前年同期比+41件） SNS型投資ロマンス詐欺41件 （前年同期比+4件）

◇ 被害額 約17億1,907万円（前年同期比+約5億3,331万円）

５月末におけるニセ警察詐欺の被害件数は39件（前年同期比－５件）、被害額は４億7,683万円（前年
同期比＋１億9,320万円）であり、被害件数は減少しているものの、被害額は大幅に増加しており、１件
当たりの被害額は1,222万円（前年同期比＋578万円）と増加が顕著。

５月までに認知したニセ警察詐欺における犯人からの接触方法は、全て電話であり、20代から40代は
携帯電話への接触が19件（95.0％）、50代以上は固定電話が16件（84.2％）を占め、40代と50代を境に、
接触方法が入れ替わる傾向にあります。

40代以下は携帯電話、50代以上は固定電話の傾向が顕著

被害額の増加が顕著

詐欺の電話はアプリでブロック！
国の機関である警察庁が推奨するアプリです。

ずっと無料で利用できる！（※別途通信料がかかります。）

事業者名が表示されるので、電話の相手がわかる！

偽アプリにご注意 警察庁推奨アプリのダウンロードは、警察庁ウェブサイト、アプリストア 「Google Play」・「App Store」 をご利用ください。
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